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CS-807の 臨床的検討
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新 しいセフェム系の経 口用抗生剤であ るCS-807を 呼吸器感染症14例 尿路感染症5例 の計19

例に使用 し,臨 床効果,細 菌学的効果 副作用,臨 床検査値 について検討 した。

CS-807は,経 口用剤 として1日2回 にわけ使用 し,1日 使用量 は200～400mg,使 用 日数 は3

～14日,総 使用量 は0,6～5.6gで あ った。本剤使用 による臨床効県 は,著 効6例,有 効11例 や

や有効1例,判 定不能1例 で,有 効率は94.4%で あった。細菌学的効果 は原因 と思われる細菌 を

分離 した9例 について検 討し,菌 消失6例 不変1例,菌 交代2例 であった。

本劇使用による副作用は認めなか った。臨床検査値の変動 では,1例 で好 酸球増多を認めた。

CS-807は 三 共(株)で 開発 されたセフェム系の経 口用

抗生剤であり,化 学構造はFig.1の とお りである。

本剤は,主 に腸壁 のエステラーゼにより加水分解され

Fig. 1 Chemical structure of CS-807 and R-3763

CS-807

R-3763

活 性 なR-3763と な り, S. aureus, S. pneuntoniae, S.

pyogenes などのグラム陽性菌お よび H. influenzae, E.

col i, K. pneumoniae, E. cloacae, P. vulgaris, P. mir-

abilis, M. morganii などのグラム陰性菌に対 し強い抗

菌力 を もつ。 さらに,β-lactamaseに 対 しても安定で

ある1)。我々は,CS-807を 使用する機会 を得たので,そ

の臨床効果,細 菌学的効果,副 作用,臨 床検査値の変動

についての成績 を報告する。

I.症 例 お よび方法

昭和61隼1月 か ら61年7月 までの7ヵ 月間において

新潟大学医学部付属病院第二内科,長 岡赤十字病院内科,

新潟臨港病院内科,済 生会三条病院内科で取 り扱った症

例 の うち,呼 吸器感染症14例,尿 路感染症5例 を対象

に して,CS-807を 使用 し,そ の効果 と副作用について

検討 した。

患者 は男8例,女11例 で,年 令 は23歳 か ら79歳まで

であった。

CS-807は 経 口剤 として1日2回 にわ け使用し,1日

使 用量は200～400mg,使 用 日数は3～14日,総 使用量

は0.6～5.69で あった。

効果の判定 は,起 炎菌の明 らかな症例では細菌の消失

の有無 をみた細菌学的効果 と自他覚所見の改善度をみた
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Table 1 Clinical trial with CS.807

*
Before

/ After
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臨床効 果の2面 から実施 した。臨床効果 については主治

医の意 見を採用 し,著 効,有 効,や や有効,無 効の4段

階にわけて判定 した。

副作用については,特 に発疹 などのアレルギー反応 と

下痢 などの消化器症状 について注意深 く観察 し,そ の有

無 を確 かめた。 また,CS-807に よると思われる臨床検

査値(末 梢赤血球数,ヘ モグロビン,ヘ マ トクリッ ト,

白血球 数 白血 球 分 画,血 小 板 数,S-GOT,S-

GPT,Al-P,血 清総 ピリル ビン,LDH,r-GTP,

BUN,血 清 クレアチニン,血 清NaK,Cl,尿 蛋白,

尿糖,尿 沈渣)の 異常の有無 を,本 剤使用前後の値 を比

較す ることによ り確かめた。

II.成 績

1.臨 床効 果及び細菌学的効果

各症例 についての概要 はTable 1に 示 した。

1)呼 吸器感 染症(症 例No.1～14)

呼吸器感染症 は肺炎7例,感 染を伴 った気管支拡張症

2例,慢 性気管支炎2例,慢 性肺気腫1例,間 質性肺 炎

1例,陳 旧性肺結 核1例 の計14例 で検 討 した。肺 炎7

例の臨床効果は著 効2例,有 効4例,判 定不能1例 であ

り,呼 吸器感染症 全体で は著効3例,有 効10例,判 定

不能1例 で,有 効率 は100%で あった。判定不能の1例

は本剤使用前より炎症所見が著明でな く,感 染症状 は不

明 確 で効 果 判定 か ら除外 した。本剤 使 用 に よ りK.

oxytocaは 除菌 されたが,自 覚症状の改善 に乏 しかった。

細 菌 学 的 効 果 で は,S.pneumoniaeの2例 とK.

oxytocaの1例 は除菌されたが,A.xylosoxydansの1

例は不変で あった。なお,症 例5,11よ り分離 され た

K.oxytoca,S.pneumoniaeに 対 す るMICはTable

2に 示 したが,106cells/ml接 種 でR-3746(CS-807の

活 性 型Na塩)のMICは 各々0.10,0.20μg/mlで

あ った。

Table 2 MIC of R-3746, CEX, CCL, CDX and AMPC against
isolated organisms.

MIC;pg/ml

2)尿 路感 染症(症 例Nd15～19)

膀胱炎5例 で検討 した臨床効果は,著 効3例,有 効1

例,や や有効1例 であった。細菌学 的効果は症例No.17,

18,19のP.mimbilis,K.pneumoniae,E.coliは 除菌

さ れ た が,症 例No.15のK.pneumoniaeはP.aer-

uginosaへ 症例No.16のS.epidermidiSはE.faecalis

に菌交代 をお こした。症例No.15,16は ともに基礎疾患

に糖尿病 を有 していて,尿 路感染症を くり返 している症

例であった。

以上 を まとめると,CS-807の 臨床効果 は著効6例,

有効11例,や や有効1例,判 定不能1例 で,有 効率は

94.4%で あ った。細 菌学的効 果は菌消失6例,不 変1

例,菌 交代2例 であ った。本剤使用 による副作用は認め

なか った。

本剤使用 前後の臨床検査値 の変動 についてはTable

3に 示したが,本 剤によると思われる異常は,症 例6で

好酸球が2%よ り17%へ と増加 したのみであった。

III.考 案

R-3746(CS-807の 活 性 型Na塩)は β-lactamase

に 対 し て 安 定 で あ る と と も に,S.aureus,S.

pneumoniae,S.pyogenesな どのグラム陽性菌および

H.influenzae,E.coli,K.pneumoniae,E.cloacae,P.

vulgaris,P.mirabilis,M.morganiiな どのグラム陰性

菌 に対 し強い抗菌力 をもつ。

したがって,CS-807は 呼吸器感染症 では肺炎のほか,

従来の経 口用セフェム剤の効果の乏 しか った慢性気道感

染症に対 して も十分に効果が期待 される。今回の検討で

も,呼 吸器感染症 に対 しては全例有効以上の成績がえら

れ た。起 炎 菌 のMICは,2例 の み測 定 したが,S.

pneumoniaeに 対 しても,AMPClこ は劣 るが,従 来の

経 ロセ フェム剤 よ り優 れて いて,さ らにAMPCが 無

効のKlebsiellaに 対 して も良好な抗菌力を有 していた。

呼 吸 器 感 染 症 の 起 炎 菌 は,H.influenzae,S.

pneumoniae,K.pneumoniae,P.aeruginosaな どが

多い2)が,本 剤 はこれ らの うちP.aeruginosa以 外には

良好 な抗菌力が認め られ る。 また,尿 路感染症に対して

もE.coli,K.pneumoniae,P.vulgarisな どに対し

従来の経口用セフェム剤 より優れていて,さ らに従来の

経 口用セ フェム剤が無効であったEntmbacter,Ser-

ratiaに も抗 菌力が及 んでい ることより考 えて,十 分に

効果が期待 される。

安全性の面で も今回の検討で副作用は1例 も認められ

ず,臨 床検査値の検討で も,1例 に軽度の好酸球増加が

認 められたのみであった。バ ランスの とれた幅広い抗菌
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Table 3 Laboratory findings before and after CS-807 therapy

*: KAU
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Table 3 Laboratory findings before and after CS.807 therapy (continued)
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力および高い安全性より考え,本剤は有用な経口用抗生

剤であると思われる。
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KOICHI WADA, KAZUYUKI TASAKI and MASAAKI ARAKAWA

Department of Internal Medicine (II), School of Medicine, Niigata University, Niigata

HAJIME TAKEDA

Nagaoka Red Cross Hospital, Nagaoka

AKIO HOSHINO and RYOJI YOSHIDA

Niigata Rinko Hospital, Niigata

MORITO IWANAGA and YOSHIO ITOH

Saiseikai Sanjo Hospital, Sanjo

CS-807, a new cephem antibiotic, was administered to 14 patients with respiratory and 5 with urinary tract

infections. The patients were given the drug for 3-4 days in a dose of 200-400mg/day.

Clinical efficacy was excellent in 6 cases, good in 11, fair in 1, and undetermined in 1, showing an overall

efficacy rate of 94.4%. As to abnormal laboratory findings possibly related to the drug, eosinophilia was

observed in one case. No side-effects were found.


